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巻 頭 言

　今回は、前号の巻頭言以降の 2025 年４月から 2026 年３月現在までのＡＰＡＡ日本部会の活

動について、更に振り返りつつ、今後の展望を述べます。

2025 年４～ 10 月

　日本部会の特許委員会（加藤志麻子委員長）、商標委員会（齋藤恵委員長）、意匠委員会（正

木美穂子委員長）、コピーライト委員会（青木修二郎委員長）、模倣対策委員会（谷口登委

員長）及び Emerging IP 委員会（小林幸夫委員長）において、11 月のクアラルンプール本

部年会に向けて、各カントリーレポート並びに各スペシャルトピック「Unity of Invention: 

an Unpredictable Hurdle in Cross-Border Filings」、「Non-traditional TM」、「Keeping More 

Than One: Protecting Cohesive Designs Across Sets, Series, and Multiple Items」、「AI 

generated works and copyright」、「Recent Customs Law and Practice」 及 び「Deepfakes 

and IP 」のレポートの作成・提出のために、関連する日本の知的財産法制度・出願実務・裁

判例などについて鋭意検討・協議が進められました。

2025 年６月

　特許委員会（加藤志麻子委員長）では、大磯プリンスホテルで、日韓豪の特許法・実務のアッ

プデートや本部特許委員会のスペシャルトピックについて、日韓豪合同委員会を開催しました。

　また、大阪理事会の際、2027 年の大阪本部年会に向けて、準備委員会（宇治美知子委員長）

では、実行委員会へ改組し、役割分担・担当委員を充実化・明確化すると共に、ＰＣＯであ

るコンベンションリンケージのサポートを受けて、ロートハートスクエアうめきた等をカル

チャーナイトの候補地として視察しました。また、ＰＲ委員会（木戸良彦委員長）では、ＩＴ

委員会（畑添隆人委員長）と連携・協力しつつ、コンベンションリンケージに委託して、日本

部会のウェブサイトのリニューアルを進めることとされました。また、大阪理事会の後、グラ

ンキューブ大阪にて、研修委員会（高橋雅和委員長）において、日本弁理士向けに、杉村純子

理事のご尽力により特許庁審査基準室より講師を招聘して、「AI 関連技術に関する特許審査」

と題する講演会を開催し、更に、リーガロイヤルホテル大阪にて、情報交換会を開催しました。

ＡＰＡＡ日本部会の活動について
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2025 年７月

　アジア委員会（水野裕啓委員長）では、台北にて、本部台湾部会と専利実務検討会・交流会

を開催すると共に、工業技術研究院・智慧財產及商業法院並びに智慧財產局を訪問し、情報・

意見を交換しました。

　また、商標委員会（齋藤恵委員長）及び意匠委員会（正木美穂子委員長）では、ソウルにて、

対面とオンラインのハイブリッドで、日韓の商標・意匠法・実務のアップデートや本部商標及

び意匠各委員会の各スペシャルトピックについて、日韓合同委員会を開催しました。

2025 年８月

　会誌委員会（穂坂道子委員長）により、2024 年本部マニラ年会特集号が編集・発行され、

会員等に幅広く頒布されました。

　また、ＩＴ委員会（畑添隆人委員長）により、日本部会会員向けに、稲葉滋本部事務局長を

講師として、「知的財産の保護とサイバーセキュリティの交差」と題する勉強会が開催されま

した。

2025 年９月

　理事会では、11 月のクアラルンプール本部年会にて退任意向の越智隆夫、齊藤純子及び藤

倉大作各本部理事の後任候補として、総務委員会（飯田圭委員長）の推薦を受けて、齋藤恵理

事・商標委員会委員長、杉村純子理事及び正木美穂子理事・意匠委員会委員長（但し、ご辞退

により高橋雅和理事に変更）が選出されました。

2025 年 10 ～ 11 月

　特許委員会（加藤志麻子委員長）では、堀江哲弘本部特許委員会共同委員長が、オンライン

で、ＷＩＰＯのＳＣＰに出席しました。

　また、令和７年度秋の叙勲・褒章において福島三雄会員が旭日双光章を受章されました。誠

におめでとうございます。他方、山川政樹元相談役が逝去されました。長い間、日本部会のた

めにご尽力頂き、誠に有難うございました。ご冥福をお祈り申し上げます。

2025 年 11 月

　クアラルンプール本部年会が開催され、1500 名を超える各国会員・オブザーバ等が参加し、

特許・商標・意匠・コピーライト・模倣対策及び Emerging IP 各委員会の会合、テーマ「Global 

Patent Strategies」及び「Strategies to Address Cross Border TM Infringement」の各ワー

クショップ、「AI」・「SEP」・「Non-Traditional Marks」・「Public Speaking」等の様々なテーマ

の各ラウンドテーブルは勿論、ウェルカムレセプション・カルチャーナイト・各種エクスカー

ション・ガラディナー等も含めて、充実したプログラムを享受しました。また、本部理事会の

選挙で本部次期会長としてフィリピン部会の PABLO GANCAYCO 氏が選出されました。

　他方、竹内耕三本部次期会長が本部会長に就任し、その下で、稲葉滋本部事務局長及び本部
AdCom メンバーの私が再任されました。また、齋藤恵、杉村純子及び高橋雅和各新本部理事
が選任されました。さらに、本部商標・意匠各委員会の筒井章子及び水野祐啓各共同委員長が
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再選され、本部特許委員会の加藤志麻子委員が新共同委員長に選任されました。就任された皆
様、本部のためにご尽力賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。他方、越智隆夫、齊藤純
子及び藤倉大作各本部理事が退任されました。退任された皆様、長い間、本部のためにご尽力
頂き、誠に有難うございました。

2025 年 12 月

　理事会では、来年より、特許委員会の加藤志麻子委員長が退任し、倉脇明子委員が委員長に

就任することが、報告・承認されました。その後に小林幸夫理事のご尽力を得てレストランケ

ルンで忘年会が開催されました。

2026 年１～２月

　2027 年の大阪本部年会に向けて、実行委員会（宇治美知子委員長）では、組織・人員を増

強すると共に、ＰＣＯであるコンベンションリンケージのサポートを受けて、メイン会議場で

あるグランキューブ大阪に隣接したリーガロイヤルホテル等をカルチャーナイトの候補地とし

て視察しました。

　都市センターホテルにて、総会（谷義一相談役が議長）・理事会が開催され、日本法に基づ

く一般社団法人化を含む本部の組織・活動への貢献、竹内耕三本部会長への支援、2027 年本

部総会の大阪開催の準備等を含む、2026 年の活動方針が採択されました。また、私が会長に

再任されるとともに、宇治美知子・木戸良彦・水野祐啓・藤田健各副会長が再任されました。

さらに、総務委員会（飯田圭委員長）の推薦に基づき、倉脇明子特許委員会委員長が新理事に

選任され、就任のご挨拶を頂きました。一方、齊藤純子理事が退任されました。長い間、日本

部会のためにご尽力頂き、誠に有難うございました。また、総会・理事会後に、研修委員会（高

橋雅和委員長）により、クアラルンプール本部年会の各常設委員会の議題を中心に、講演会が

開催され、特許（加藤志麻子本部共同委員長）・商標（齋藤恵本部委員）・意匠（正木美穂子本

部委員）・コピーライト（青木修二郎本部委員）・模倣対策（谷口登本部委員）及び Emerging 

IP（小林幸夫日本部会委員長）に関するアジア知財情報が各講師により紹介されました。また、

特許庁・WIPO・弁理士会等より多数の来賓をお迎えして、懇親会も盛大に開催されました。

その際に竹内耕三本部会長より日本法に基づく本部に係る一般社団法人の設立（2026 年２月

28 日）についてご報告を受けました。

2026 年２～３月

　香港で本部 ExCom/AdCom が開催され、日本部会より竹内耕三本部会長、稲葉滋本部事務

局長及び本部 AdCom メンバーの私が参加し、11 月に開催される香港本部年会のプログラム

や施設などを検討・協議しました。また、竹内耕三本部会長、稲葉滋本部事務局長及び日本部

会会長の私がプーケットで開催されたＡＳＥＡＮ　ＩＰＡの年会に本部及び日本部会の代表と

して参加しました。

　以上のとおり、ＡＰＡＡ日本部会においては、更に活発に様々な活動を展開しており、特に、
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アジア弁理士協会日本部会会長
弁護士・弁理士　飯　田　　圭

2023 年のシンガポール本部年会における① 2027 年本部総会の大阪開催の決定及び②竹内耕三

本部上席副会長の本部次期会長への選任並びに 2024 年のマニラ本部年会における③日本法に

基づくＡＰＡＡの一般社団法人化の決定を受けて、これらの日本部会が近年目指してきた３つ

の基本的な目標の具体的な実現に向けて、より実践的な活動を展開しています。皆様におかれ

ましても、今後とも、このような当部会の活動により一層のご支援・ご協力を賜りますようお

願い申し上げます。

2026 年４月


